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(54) Title: PASSBOOK HANDLING DEVICE

(54) 発 明 の 名 称 ：通 帳 類 取 扱 装 置

(57) Abstract: Provided i s a passbooK handling device which does not soil a
[図 device for reading a barcode or a cover o f a passbook. The present invention

i s a passbook handling device for handling passbooks and the like for which
magnetic identification information and other identification information dif
ferent fi m the magnetic identification information have been attached to a
cover side thereof, the passbook handling device being provided with a mag
netic reading mechanism unit for reading the magnetic identification informa
tion, a reading mechanism unit for reading the other identification informa
tion, a movement mechanism unit which moves the magnetic reading mech
anism unit and the reading mechanism unit i n a direction for reading the mag
netic identification information or the other identification information, a
guide mechanism unit for disposing the magnetic reading mechanism unit so
as t o be spaced apart from the passbook or the like, and a control unit which
moves the magnetic reading mechanism unit along the guide mechanism unit
so as not to come into tactile contact with the passbook or the like when the
reading mechanism unit reads the other identification information.

(57) 要 約 ： バ ー コー ドを読 み 取 るた め の デ バ イ ス や 通 帳 の 表
紙 を汚 損 させ る こ との な い 通 帳 類 取 扱 装 置 を提 供 す る 。 磁 気< 識 別 情 報 と 、磁 気 識 別 情 報 と は異 な る他 の 識 別 情 報 とが 表 紙
側 に付 され た通 帳 類 を 取 リ扱 う通 帳 類 取 扱 装 置 で あ って 、 磁
気 識 別 情 報 を読 取 る磁 気 読 取 リ機 構 部 と、 他 の 識 別 情 報 を読

め 取 る 読 取 リ機 構 部 と 、 磁 気 読 取 リ機 構 部 と読 取 リ機 構 部 と
を 、 磁 気 識 別 情 報 ま た は他 の 識 別 情 報 の 読 取 方 向 に移 動 させ
る移 動 機 構 部 と 、 磁 気 読 取 リ機 構 部 を通 帳 類 か ら離 間 して 配
置 す る た め の ガ イ ド機 構 部 と、 読 取 り機 構 部 が 他 の 識 別 情 報
を読 取 る際 に 、 磁 気 読 取 り機 構 部 を通 帳 類 に 接触 させ な い よ
うに ガ イ ド機 構 部 に沿 って移 動 させ る制 御 部 と、 を備 え る。
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明 細 書

発明の名称 ：通帳類取扱装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、通帳類取扱装置に関する。

背景技術

[0002] 従来から、通帳類に付されたバーコ一 ドおよび磁気ス トライプを読み取る

ことが可能な様々な通帳類取引装置が存在する。例えば、特許文献 1 では、

通帳に付されたバーコ一 ドが所定の位置で認識可能か否かを判別することに

よって通帳の種類を特定し、その種類の通帳に付されている磁気ス トライプ

を読み取る技術が開示されている。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献1 ：特開 2 0 0 3 _ 1 9 6 7 0 8 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] 上述 した特許文献 1 では、通帳の種類を、その通帳に付されたバ一コー ド

を認識することにより特定し、磁気ス トライプを読取っている。 しかしなが

ら、上記特許文献 1 に記載された方法は、通帳の取引内容印字面側に付され

たバーコ一 ドを読み取った上で、通帳表紙側に付された磁気ス トライプを読

み取ることを前提とするものである。すなわち、バーコー ドおよび磁気ス ト

ラィプの両方が通帳表紙側に付されていることを前提とするものではない。

[0005] バーコ一 ドおよび磁気ス トライプの両方が表紙側に付されている通帳を一

つの装置で取り扱う場合、磁気ス トライプに記録された磁気データの読取り

や書込みを行う磁気へッドと、バーコー ドの読取りや書込みを行うデバイス

とを近接 して実装することにより、省スペースかつ簡素な機構で、バーコ一

ドおよび磁気ス トライプの読取り等が可能となる。

[0006] しかしながら、バ一コー ドと磁気ス トライプとの位置が近接するような場



合、次の問題が生 じる。すなわち、磁気データの読取 りには磁気ヘ ッ ドを磁

気ス トライプに接触 させる必要があるため、磁気へ ッ ドとバ一 コー ドを読み

取るためのデバイスとを近接 して実装 した場合、そのデバイスがバー コ一 ド

を読み取る際に磁気へ ッ ドに接触 して しまうことがある。 このような接触 に

より、磁気へ ッ ドに付着 している磁気ス トライプの磁性粉やその他の汚れ等

がそのデバイスに付着 し、通帳の表紙、あるいはそのデバイス自体を汚損 さ

せて しまい、バー コ一 ドの読み取 り精度の低下や誤認識 を招いて しまうとい

う問題があった。

[0007] 本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、バー コー ドを読み取るた

めのデバイスや通帳の表紙を汚損 させることのない通帳類取扱装置を提供す

ることを目的とする。

課題を解決するための手段

[0008] 上述 した課題 を解決 し、 目的を達成するために、本発明にかかる通帳類取

扱装置は、磁気識別情報 と、前記磁気識別情報 とは異なる他の識別情報 とが

表紙側 に付された通帳類 を取 り扱 う通帳類取扱装置であつて、前記磁気識別

情報 を読取る磁気読取 り機構部 と、前記他の識別情報 を読取る読取 り機構部

と、前記磁気読取 り機構部 と前記読取 り機構部 とを、前記磁気識別情報 また

は前記他の識別情報の読取方向に移動させる移動機構部 と、前記磁気読取 り

機構部 を前記通帳類か ら離間 して配置するためのガイ ド機構部 と、前記読取

り機構部が前記他の識別情報 を読取る際に、前記磁気読取 り機構部 を前記通

帳類 に接触 させないように前記ガィ ド機構部 に沿 って移動させる制御部 と、

を備えたことを特徴 とする。

発明の効果

[0009] 本発明によれば、バー コー ドを読み取るためのデバイスや通帳の表紙を汚

損 させることのない通帳類取扱装置を提供することができる。

図面の簡単な説明

[001 0] [ 図 1] 本実施の形態における通帳記帳装置の構成 を示す図である。

[ 図2A] 通帳に付されたバー コ一 ドゃ磁気ス 卜ライプの例 を示す図である。



[ 図 2B] 通帳 に付 されたバーコ一 ドゃ磁気ス 卜ライプの例 を示す図である。

[ 図 2C] 通帳 に付 されたバーコ一 ドゃ磁気ス 卜ライプの例 を示す図である。

[ 図 2D] 通帳 に付 されたバーコ一 ドゃ磁気ス 卜ライプの例 を示す図である。

[ 図 2E] 通帳 に付 されたバーコ一 ドゃ磁気ス 卜ライプの例 を示す図である。

[ 図 2 F] 通帳 に付 されたバーコ一 ドゃ磁気ス 卜ライプの例 を示す図である。

[ 図 2G] 通帳 に付 されたバーコ一 ドゃ磁気ス 卜ライプの例 を示す図である。

[ 図 3 ] 図 1 に示 した通帳記帳装置の機能的な構成 を示すプロック図である。

[ 図4A] 磁気データ処理機構部及び通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部の構成 お

よび動作の推移の例 を示す図である。

[ 図4B] 磁気データ処理機構部及び通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部の構成 お

よび動作の推移の例 を示す図である。

[ 図4C] 磁気データ処理機構部及び通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部の構成 お

よび動作の推移の例 を示す図である。

[ 図4D] 磁気データ処理機構部及び通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部の構成 お

よび動作の推移の例 を示す図である。

[ 図4E] 磁気データ処理機構部及び通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部の構成 お

よび動作の推移の例 を示す図である。

[ 図4 F] 磁気データ処理機構部及び通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部の構成 お

よび動作の推移の例 を示す図である。

[ 図4G] 磁気データ処理機構部及び通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部の構成 お

よび動作の推移の例 を示す図である。

[ 図 5 ] 通帳記帳装置が行 う記帳処理の処理手順 を示すフローチャー トである。

[ 図 6 ] 図 5 に示 した読取 り処理の処理手順 を示すフローチヤ一 卜である。

発明を実施するための形態

以下に添付図面 を参照 して、本発明にかかる通帳類取扱装置の実施の形態

を詳細 に説明する。以下では、本発明にかかる通帳類取扱装置 を、通帳記帳

装置 に適用 した場合 について説明 しているが、 A T M (Automated Te LLer

Mach i ne) 等、 これ と同様の機構 を有 した装置であれば、適用することが可能



である。

実施例 1

[001 2] 図 1 は、本実施 の形態 における通帳記帳装置 1 0 0 の構成 を示す図である

。 図 1 に示すように、通帳記帳装置 1 0 0 は、搬送機構部 1 0 1 と、磁 気デ

—タ処理機構部 1 0 2 と、通帳印字面側バー コ一 ド読取機構部 1 0 3 と、通

帳表紙側バー コー ド読取機構部 1 0 4 と、 印字機構部 1 0 5 と、画像データ

取込機構部 1 0 6 と、頁替機構部 1 0 7 と、通帳発行機構部 1 0 8 と、通帳

回収機構部 1 0 9 と、制御部 1 1 0 と、通信部 1 1 1 と、 を有 して構成 され

ている。

[001 3] 搬送機構部 1 0 1 は、揷入 口 1 1 2 か ら挿入 された通帳 1 や通帳発行機構

部 1 0 8 か ら繰 出された通帳 1 を、搬送路 を通 じて記帳処理 の内容 に応 じた

各機構部 に搬送する。 また、搬送機構部 1 0 1 は、記帳処理 が終 了 した通帳

や通帳発行機構部 1 0 8 か ら発行 された通帳 1 を、搬送路 を通 じて揷入 口

2 まで搬送 し、通帳 1 を返却 させ る。

[0014] 磁 気データ処理機構部 1 0 2 は、通帳 1 に設 け られた磁 気ス トライプ 2 に

記録 された磁 気データにアクセス し、 口座番号や最終 印字行数等の 口座情報

の読取 りや書込み を行 う。通帳印字面側バ ー コー ド読取機構部 1 0 3 は、通

帳 1 の取引内容 を印字する面側 に印刷 された通帳 1 の頁番号等の頁情報 を表

す通帳印字面側バー コー ド3 を読取 る。 また、通帳表紙側バー コー ド読取機

構部 1 0 4 は、通帳 1 の表紙側 に印刷 された 口座番号や通帳の発行番号等の

通帳情報 を表 す通帳表紙側バ ー コ一 ド4 を読取 る。本実施 の形態 における通

帳記帳装置 1 0 0 では、 図 1 に示 したように、磁 気データ処理機構部 1 0 2

と通帳表紙側バ ー コ一 ド読取機構部 1 0 4 とが搬送機構部 1 0 1 の下側 に近

接 して設 け られてお り、省 スペースかつ簡素な機構 とな っている。

[001 5] 図 2 A ~ G は、通帳 1 に付 されたバ ー コー ドや磁 気ス トライプの例 を示す

図である。 図 2 A では、通帳 1 の表紙側 の一方 に磁 気ス トライプが付 されて

いる場合の例 を示 している。 また、 図 2 B では、通帳 1 の表紙側 の一方 に通

帳表紙側バ一 コー ド4 が付 されている場合の例 を示 している。 さ らに、 図 2



C で は、通帳 1 の表紙側 の他 の一方 に通帳表紙側バ 一 コー ド4 が付 されてい

る場合 の例 を示 している。

[001 6] 図 2 D で は、通帳 1 の表紙側 の一方 に磁 気 ス トライ プ 2 が付 され、他 の一

方 に通帳表紙側バ ー コ 一 ド4 が付 されている場合 の例 を示 している。 また、

図 2 E で は、通帳 1 の通帳 印字面側 の一方 に通帳 印字面側バ 一 コー ド3 が付

されている場合 の例 を示 している。 さ らに、 図 2 F で は、通帳 1 の表紙側 の

—方 に、磁 気 ス トライ プ 2 と通帳表紙側バ ー コ 一 ド4 とが読取方 向 に近接 し

て付 されている場合 の例 を示 している。 そ して、 図 2 G では、通帳 1 の表紙

側 の一方 に、磁 気 ス トライ プ 2 と通帳表紙側バ 一 コー ド4 とが通帳 1 の搬送

方 向 に近接 して付 されている場合 の例 を示 している。

[001 7] この よ うに、磁 気 ス トライ プ 2 や通帳 印字面側バ ー コー ド3 、 あ るいは通

帳表紙側バ ー コ 一 ド4 が付 されている通帳上 の位置 は様 々であ る。 しか し、

図 2 F お よび 2 G に示 した例 では、磁 気 ス トライ プ 2 と通帳表紙側バ 一 コ一

ド4 とが互 いに近接 して付 されているため、バ ー コー ドセ ンサ 2 0 3 (後 述

) が通帳表紙側バ ー コー ド4 を読み取 る際 に磁 気ヘ ッ ド2 0 1 (後 述 ） に接

触 し、 その磁 気へ ッ ド2 0 1 に付着 している磁 気 ス トライ プの磁性粉 や その

他 の汚れ等 がバ ー コー ドセ ンサ 2 0 3 に付着 しやすい。 その結果、バ ー コ 一

ドセ ンサ 2 0 3 (後 述 ）や通帳 1 の表紙 を汚損 させ、通帳表紙側バ 一 コー ド

4 の読み取 り精度 の低 下や誤認識 を招 いて しまうことがあ る。 この よ うな状

況 を回避 す るため、本実施 の形態 における通帳記帳装置 1 0 0 で は、後述 す

るよ うに、磁 気へ ッ ド2 0 1 をバ ー コー ドセ ンサ 2 0 3 か ら遠 ざけた状態 で

バ ー コ 一 ドセ ンサ 2 0 3 がバ ー コ 一 ドを読み取 るよ うに これ らの機構 の動作

を制御 し、省 スペ ースかつ簡素 な機構 を保 ちつつ、上述 した問題 を解決 して

いる。続 いて、 図 1 に戻 って、通帳記帳装置 1 0 0 が備 える他 の各部 につい

て説 明す る。

[001 8] 印字機構部 1 0 5 は、 入 出金結果 の取 引内容等 を表 す取 引情報 を通帳 1 の

所定の頁 に印字 す る。画像 デー タ取込機構部 1 0 6 は、通帳 1 の通帳 印字面

側 の画像 デ一 タを取込 む ことによ り、 その頁 に印字 されている取 引情報 の行



数 （例 えば、通帳 1 の頁の何行 目まで取引内容の印字がされているか） を検

知する。 また、画像データ取込機構部 1 0 6 は、通帳 1 に印刷 されている通

帳印字面側バ一 コー ド3 を読取 り、 印字機構部 1 0 5 が上述 した取引情報 を

印字 した後、 イ ンク リボ ンの交換 が必要な状態か否かを確認するための印字

濃度 を検知する。

[001 9] 頁替機構部 1 0 7 は、搬送機構部 1 0 1 によって搬送 されて きた通帳 1 の

頁捲 りをする。通帳発行機構部 1 0 8 は、 あ らか じめ収納 してある新規発行

用の新通帳 を発行するため に、搬送機構部 1 0 1 に新 たな通帳 1 を繰 出す。

通帳回収機構部 1 0 9 は、記帳処理終 了後 に取忘れ とな った通帳 1 を回収 し

、 または新通帳発行時 における旧通帳 を一時退避 させ る。制御部 1 1 0 は、

通帳記帳装置 1 0 0 を構成 する各機構部 を制御 する。通信部 1 1 1 は、上位

制御装置 5 との間で、上述 した取引情報や 口座情報等、取引に必要な種 々の

情報 を送受信 する。

[0020] 図 3 は、 図 1 に示 した通帳記帳装置 1 0 0 の機能的な構成 を示す プロック

図である。 図 3 に示すように、通帳記帳装置 1 0 0 は、機能的には、搬送機

構部 1 0 1 と、磁 気データ処理機構部 1 0 2 と、通帳印字面側バー コ一 ド読

取機構部 1 0 3 と、通帳表紙側バー コー ド読取機構部 1 0 4 と、 印字機構部

1 0 5 と、画像データ取込機構部 1 0 6 と、頁替機構部 1 0 7 と、通帳発行

機構部 1 0 8 と、通帳回収機構部 1 0 9 と、制御部 1 1 0 と、通信部 1 1 1

と、 を有 し、通信部 1 1 1 を介 して上位制御装置 5 と接続 されている。 これ

らの各部 は図 1 において説明 したもの と同様 であるため ここではその説明を

省略する。続 いて、上述 した磁 気データ処理機構部 1 0 2 及び通帳表紙側バ

— コー ド読取機構部 1 0 4 の構成 についてさ らに詳細 に説明する。

[0021 ] 図 4 A ( a ) ~ G ( b ) は、上述 した磁 気データ処理機構部 1 0 2 及び通

帳表紙側バー コ一 ド読取機構部 1 0 4 の構成 および動作の推移 の例 を示す図

である。 なお、 図 4 A ( a ) 、 4 B ( a ) 、 4 C ( a ) 、 4 D ( a ) 、 4 E

( a ) 、 4 F ( a ) 、 4 G ( a ) は、 これ らの各機構部 を揷入 口 1 2 の側 か

らみた場合の正面図である。 また、 図 4 A ( b ) 、 4 B ( b ) 、 4 C ( b )



、 4 D ( b ) 、 4 E ( b ) 、 4 F ( b ) 、 4 G ( b ) は、それぞれ、読取方

向からみた場合の各正面図に対応する側面図である。以下では、磁気データ

処理機構部 1 0 2 及び通帳表紙側バーコ一ド読取機構部 1 0 4 を総称 して情

報読取り機構部と呼ぶこともある。

[0022] 図4 A ( a ) ~ G ( b ) に示すように、情報読取り機構部は、磁気ス トラ

イブ2 に接触させて磁気データの読取りおよび書込みをする磁気へッド2 0

と、後述する退避ガイ ド2 により磁気へッド2 0 を退避 した状態で

保持するための爪 2 3 4 をそれぞれ有 したアームにより磁気へッド

2 0 を両側から挟みこんで保持するへッドキヤリア2 0 2 と、通帳表紙側

バーコ一 ド4 の表面から受発光面まで規定範囲内の距離 （多くの場合数mm

から数 c m程度）を確保 し、通帳表紙側バ一コー ド4 を読取るバーコ一 ドセ

ンサ 2 0 3 と、バーコ一 ドセンサ 2 0 3 を支えて保持するための中心部分か

ら外側に向かって伸び出たアームを有 し、へッドキヤリア2 0 2 を両側から

挟みこんでへッドキヤリア2 0 2 の姿勢を支えるキヤリアサポ一 卜2 0 4 と

、不図示のモータ等のァクチユエ一タにより駆動され、キャリアサポー ト2

0 4 を軸方向に移動させるリー ドスクリユー2 0 5 と、磁気へッド2 0 1 を

磁気ス 卜ライプ2 に近づける方向にへッドキヤリア2 0 2 に付勢力を与える

ばね 2 0 6 と、キヤリアサポ一 卜2 0 4 がリー ドスクリユー2 0 5 の軸回り

に回転することを規制 し、後述する口一ラガイ ド2 0 8 に倣ってキヤリアサ

ポー ト2 0 4 を通帳 1の搬送方向に対 して垂直方向への移動を補助するため

のローラ2 0 7 と、ローラ2 0 7 の移動をガイ ドする口一ラガイ ド2 0 8 と

、 リー ドスクリユー2 0 5 と嚙み合うナット2 0 9 と、上方向に付勢力を与

えるばね 2 により、 リ一ドスクリュー2 0 5 の軸方向にへッドキヤリァ

2 0 2 が移動 した場合におけるへッドキヤリア2 0 2 の上下方向の位置を規

制する制御ガイ ド2 1 0 と、ばね 2 0 6 が付勢力を蓄えた状態で移動前のへ

ッドキャリア2 0 2 を退避位置に退避させるための退避ガイ ド2 1 1 と、を

有 して構成されている。

[0023] また、搬送される通帳 1 を進行方向に搬送させる上搬送ガイ ド2 7 およ



び下搬送ガイ ド2 1 8 と、これらの搬送ガイ ドの基準面を定めるための基準

搬送ガイ ド2 6 とによって通帳 1 の搬送路が構成され、下搬送ガイ ド2

8 の一部には、磁気へッド2 0 1 やバーコ一 ドセンサ 2 0 3 が通帳 1 にァク

セスできるようにするための搬送路開口部が設けられ、搬送路には、この搬

送路開口部を開閉するシャツタ2 5 が設けられている。

[0024] 以下に示すように、キャリアサポー ト2 0 4 およびヘッドキャリア2 0 2

は、 リー ドスクリユー 2 0 5 の軸方向 （すなわち、データの読取り方向）に

—体で移動 し、キヤリアサポ一 卜2 0 4 のアームによって保持されるバーコ

- ドセンサ 2 0 3 およびへッドキヤリア2 0 2 のアームによって挟んで保持

される磁気ヘッド2 0 1 も、これらと共に一体で移動する。このように、キ

ャリアサポー ト2 0 4 およびへッドキヤリア2 0 2 を一体で移動する場合、

—つのモータ等のァクチユエ一タでリ一 ドスクリユー 2 0 5 を回転させるこ

とができ、別個にァクチユエ一タを設ける必要なく、現状の構成を維持出来

るようになっている。

[0025] また、情報読取り機構部は、 リー ドスクリユー 2 0 5 のような、キャリア

サポー ト2 0 4 を軸方向に移動させる移動機構と、制御ガイ ド2 0 や退避

ガイ ド2 1 1 のような、磁気へッド2 0 1 と通帳 1 の磁気ス 卜ライプ2 及び

通帳 1 の通帳表紙側バ一コー ド4 との接触を制御するように磁気へッド2 0

を配置する （すなわち、磁気へッド2 0 を通帳 1 の通帳表紙側バーコ一

ド4 から離間 して配置する）ためのガイ ド機構とを有 しているため、省スぺ

—スかつ簡素な機構を保ちつつ、バーコ一 ドセンサ 2 0 3 や通帳 1 の表紙を

汚損させて しまうことがなくなる。なお、制御ガイ ド2 0 は、少なくとも

バーコー ドセンサ 2 0 3 が通帳表紙側バ一コー ド4 を読取る間、磁気へッド

2 0 が下方向に押さえられた状態を維持する程度の長さを有 しているもの

とし、その間、磁気へッド2 0 1 は通帳 1 から離れた位置で保持された状態

を維持する。

[0026] なお、制御ガイ ド2 0 は、へッドキヤリア2 0 2 の進行方向に対向する

側 （進行方向とは反対側）の端部 2 O A が鋭角となっており、その鋭角の



先端部は、へッドキャリア2 0 2 のアームが有する爪 2 4 の上端部よりも

上方となるように配置されている。このような配置とすることにより、へッ

ドキヤリア2 0 2 が リ一 ドスクリュー 2 0 5 の軸方向に進行 し、へッドキヤ

リア2 0 2 の上端部が制御ガイ ド2 1 0 に当接 した際に、ヘッドキャリア2

0 2 のアームが有する爪 2 4 が制御ガイ ド2 0 の下側に潜 り込む。その

結果、ヘッドキャリア2 0 2 全体も制御ガイ ド2 0 の下側に潜 り込み、通

帳表紙側バ一コー ド4 や磁気ス 卜ライプ2 の位置から離れた状態で移動する

ことができるようになつている。なお、本実施の形態では、上述 した制御ガ

イ ド2 1 0 の端部 2 O A は鋭角であるとして説明 しているが、先端部がへ

ッドキャリア2 0 2 の上端部よりもやや上方に位置するものであれば、丸み

をおびた形状であつてもよい。

[0027] また、上述 した制御ガイ ド2 1 0 の端部 2 1 0 A およびヘッドキャリア2

0 2 の進行方向側の一端である退避ガイ ド2 1 1 のエッジ部 2 A の幅は

、ヘッドキャリア2 0 2 のそれぞれのアームが有する爪 2 1 3 、 2 1 4 の幅

よりもやや狭 くなるように構成されている。その理由は、ヘッドキャリア2

0 2 が進行方向に移動する際に、少なくとも搬送路の内側方向の位置にある

爪 2 3 または搬送路の外側方向の位置にある爪 2 4 のどちらかが制御ガ

イ ド2 1 0 または退避ガイ ド2 1 1 に当接 した状態となっている必要がある

ためである。このような状態を維持することにより、ヘッドキャリア2 0 2

は、上述 した端部 2 O A およびエッジ部 2 A の間にある隙間を越える

際に、ばね 2 0 6 の弾性力によって付勢されて通帳表紙側バ一コー ド4 ゃ磁

気ス トライプ2 の位置に近づくことなく、進行方向に沿ってスムーズに移動

することができる。

[0028] なお、本実施の形態では、磁気へッド2 0 1 とバーコー ドセンサ 2 0 3 と

が読取り方向に並んだ配置となるように、キヤリアサポー ト2 0 4 が有する

アームの長さとへッドキヤリア2 0 2 が有するアームの長さとを略同 じ長さ

とし、その両者が同軸で回動する構成としている。 しか し、例えば、磁気ス

卜ライプ2 および通帳表紙側バ一コー ド4 の位置が通帳 1 の搬送方向にずれ



ている場合には、上述 した各部のアームの長さを変えることにより、磁気へ

ッ ド2 0 1 およびバー コ一 ドセンサ 2 0 3 を搬送方向にず らして配置するこ

とと してもよい。続いて、通帳記帳装置 1 0 0 が行 う記帳処理 について説明

する。

[0029] 図 5 は、通帳記帳装置 1 0 0 が行 う記帳処理の処理手順 を示すフローチヤ

— 卜である。以下では、通帳 1 が磁気ス 卜ライプ 2 又は表紙側バ一コー ド4

のいずれを有 しているか判明 していない状態で揷入されるものとする。そ し

て、揷入された通帳 1 が磁気ス トライプ 2 を有 している場合は、磁気データ

処理機構部 1 0 2 は磁気へ ッ ド2 0 1 によりその磁気デ一タを読取 って口座

情報 を取得 し、表紙側バー コー ド4 を有 している場合は、通帳表紙側バー コ

- ド読取機構部 1 0 4 はバー コ一 ドセンサ 2 0 3 によりそのバー コ一 ドを読

取 って通帳情報 を取得 し、以降の処理 に移行する。

[0030] 図 5 に示すように、 まず、通帳記帳装置 1 0 0 は、揷入口 1 1 2 が、記帳

処理の対象 となる通帳 1 の揷入を受け付けると （ステ ップS 5 0 1 ) 、搬送

機構部 1 0 1 が、その通帳 1 を磁気データ処理機構部 1 0 2 および通帳表紙

側バーコー ド読取機構部 1 0 4 位置付近 まで搬送 し、磁気データ処理機構部

1 0 2 および通帳表紙側バー コ一 ド読取機構部 1 0 4 は、磁気ス トライプ又

は通帳表紙側バ一コ一 ドの読取 り （読取 り処理）を行 つた後、読み取 つた磁

気ス トライプ 2 又は通帳表紙側バー コ一 ド4 に含 まれる口座番号や口座名義

人等の口座情報 を取得 し （ステ ップS 5 0 2 ) 、通信部 1 1 1 は、取得 され

た口座情報 を上位制御装置 5 へ送信する （ステ ップS 5 0 3 ) 。 ここで、ス

テ ツプS 5 0 2 において行われる読取 り処理 について説明する。

[0031 ] 図 6 は、上述 した読取 り処理の処理手順 を示すフローチヤ一 卜である。図

6 に示すように、通帳記帳装置 1 0 0 は、搬送機構部 1 0 1 が、 まず、通帳

の表紙側バー コ一 ド4 が印刷 されている場合を前提 と して、通帳搬送方向

の表紙側バ一コー ド4 の印刷位置が、バーコー ドセンサ 2 0 3 の読取 り位置

に合 うように通帳 1 を搬送 し、通帳 1 の停止位置をバー コ一 ドセンサ 2 0 3

に合わせる （ステ ツプS 6 0 1 ) 。



[0032] 次に、磁気ヘッド2 0 1 とバーコー ドセンサ 2 0 3 が通帳 1 にアクセスで

きるようにするため、搬送機構部 1 0 1 は、搬送路開口部に設けられたシャ

ッタ2 5 を開く （ステツプS 6 0 2 ) 。

[0033] このとき、図4 A 、 4 B に示 したように、キャリアサポー ト2 0 4 は、搬

送路外側の所定の位置に退避 した状態となっている。より具体的には、退避

ガイ ド2 が、へッドキヤリア2 0 2 の爪 2 3 4 を押さえられた

状態にあるため、ばね 2 0 6 による付勢力がへッドキャリア2 0 2 のアーム

の回動方向に解放されず、磁気へッド2 0 は搬送路開口部より下方向に下

がった位置で退避 した状態となっている （図4 A ( a ) 、 （b ) ) 。

[0034] そ して、読取機構部は、 リ一 ドスクリュ一2 0 5 を回転させ、搬送路外側

の所定の位置に退避 しているキヤリアサポ一 卜2 0 4 を搬送路内側方向 （読

取方向）に移動させる （ステップS 6 0 3 ) 。

[0035] このときの動作を具体的に説明すると、キャリアサポー ト2 0 4 の移動開

始時には、へッドキャリア2 0 2 の爪 2 3 4 が退避ガイ ド2 に

より押さえられているため、磁気へッド2 0 は搬送路開口部より下に下が

つた位置にある。キャリアサポー ト2 0 4 が移動するにつれて、ヘッドキヤ

リア2 0 2 に支えられた磁気へッド2 0 1 もこれと共に移動 し、磁気へッド

2 0 は基準搬送ガイ ド2 6 の下側を通過 し、通帳 1 に接触 したり近づく

ことなく搬送路内側に徐々に移動する。

[0036] そ して、キャリアサポー ト2 0 4 とともにヘッドキャリア2 0 2 が移動 し

、搬送路内側に進入すると、退避ガイ ド2 1 1 に押さえられているへッドキ

ャリア2 0 2 の爪 2 1 3 が退避ガイ ド2 1 1 から外れようとするが、もう一

方の爪 2 4 が制御ガイ ド2 0 により押さえられた状態となる （図4 B (

a ) 、 （b ) ) 。 したがって、ヘッドキャリア2 0 2 は、退避 した状態と同

様に、磁気へッド2 0 は搬送路開口部より下方向に下がった状態を保った

まま、進行方向に移動を続けることができる。

[0037] このように、処理開始時の退避 した状態と同様に押 し下げられた状態でキ

ャリアサポー ト2 0 4 を移動させることにより、へッドキヤリア2 0 2 に挟



み こまれた磁気へ ッ ド2 0 を、搬送路開口部側 に露出させることがない。

したがって、磁気ヘ ッ ド2 0 4 を通帳 1 に近接 させ、 または接触 させること

な く、確実にバーコー ドセンサ 2 0 3 が表紙側バ一コー ド4 を読取ることが

可能 となる （図 4 C ( a ) 、 （b ) ) 。

[0038] 読取機構部がキヤ リアサポー 卜2 0 4 を通帳 1 に印刷 されている通帳表紙

側バ一コー ド4 の印刷位置を越える位置 まで移動させ、通帳表紙側バ一コ一

ド読取機構部 1 0 4 は、バ一コー ドセンサ 2 0 3 により通帳表紙側バーコ一

ド4 の読取 りを試みる （ステ ップS 6 0 4 ) 。 その結果、通帳表紙側バ一コ

- ド読取機構部 1 0 4 が通帳表紙側バ一コー ド4 の読取 りができた場合 （ス

テ ツプS 6 0 5 ；Y e s ；) 、搬送されてきた通帳 1 は、磁気ス 卜ライプ 2 で

な く通帳表紙側バーコ一 ド4 を備える通帳であることが確定するため、ステ

ップS 6 1 に進む。

[0039] そ して、読取機構部はキャ リアサポー ト2 0 4 の移動を停止させ、 リー ド

スク リユー 2 0 5 を逆回転 させてキヤ リアサポ一 卜2 0 4 を搬送路外側の所

定の退避位置に移動させた後 （ステ ップS 6 ) 、 シャツタ 2 1 5 を閉め

た後 （ステ ップS 6 1 ) 、図 6 に示 した読取 り処理 を終 了させ、図 5 に示

した記帳処理 に戻 って取引内容の印字等、次の処理 に移行する。

[0040] 一方、通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部 1 0 4 が通帳表紙側バーコー ド4

の読取 りができなかった場合 （ステ ップS 6 0 5 ；N o ) 、搬送されてきた

通帳 1 は、通帳表紙側バ一コー ド4 ではな く磁気ス 卜ライプ 2 を備える通帳

であるため、読取機構部は、続いて磁気データの読取 りを試みる。 この時、

磁気ス トライプ 2 を備える通帳 と判定する前 に、通帳表紙側バーコ一 ド4 読

取 りの リ トライを試みても良い。

[0041 ] そ して、読取機構部は、磁気ス トライプ 2 を備えた通帳 1 の搬送方向か ら

見た磁気ス 卜ライプ 2 の位置が、磁気へ ッ ド2 0 1 の読取 り位置および書込

み位置 と合 うように、搬送機構部 1 0 1 により通帳 1 を搬送 し、通帳 1 の停

止位置を磁気ヘ ッ ド2 0 1 に合わせる （S 6 0 6 ) 。

[0042] このとき、図 4 C ( a ) 、 （b ) に示 したように、通帳表紙側バーコー ド



4 の読取りができなかった状態では、へッドキヤリア2 0 2 の爪 2 3 が制

御ガイ ド2 0 に押 し下げられたままの状態となっている。そのため、磁気

へッド2 0 もこれと同様に搬送路開口部より下側に押 し下げられたままの

状態となっており、磁気へッド2 0 1 が通帳 1 の磁気ス 卜ライプ2 に接触す

ることはない。

[0043] しか し、読取機構部は、この状態から、さらにリー ドスクリユー 2 0 5 を

回転させ、図4 D ( a ) 、 （b ) に示すように、へッドキヤリア2 0 2 の爪

3 が制御ガイ ド2 0 から外れる位置まで移動させることにより、制御

ガイ ド2 0 に押 し下げられていた爪 2 3 が上方向に開放される。その結

果、ヘッドキャリア2 0 2 が搬送路開口部方向に上昇 し、磁気ヘッド2 0 1

を通帳 1 の磁気ス 卜ライプ2 に接触させることができるようになる （ステツ

プS 6 0 7 ) 。この時、読取機構部は、磁気へッド2 0 1 が、磁気ス トライ

プ2 の磁気データが記録されている途中の位置にあれば、 リー ドスクリユー

2 0 5 をさらに回転させてキヤリアサボ一 卜2 0 4 を移動させ、磁気へッド

2 0 1 を磁気データの読取り、書込み開始位置まで移動させる （ステップS

6 0 8 、図4 E ( a ) 、 （b ) ) 。

[0044] そ して、読取機構部は、 リー ドスクリユー 2 0 5 を逆回転させてキャリア

サポー ト2 0 4 を退避位置側 （すなわち、磁気データの読取方向）に移動さ

せ （ステツプS 6 0 9 ) 、磁気データ処理機構部 1 0 2 が磁気へッド2 0 1

により通帳 1 に付された磁気ス トライプ2 の磁気データを読取る （ステップ

S 6 1 0 、図4 F ( a ) 、 （b ) ) 。

[0045] 読取機構部は、磁気ス トライプ2 の磁気データを読取った後、そのままキ

ャリアサボ一 卜2 0 4 を読取方向に移動させると、へッドキヤリア2 0 2 の

爪 2 3 が退避ガイ ド2 0 に押されてへッドキヤリア2 0 2 が搬送路開口

部より下に下がり始める。この時、へッドキャリア2 0 2 の爪 2 4 の下側

が制御ガイ ド2 0 の上部に接触する。制御ガイ ド2 0 はばね 2 2 で上

方向に付勢されているが、爪 2 4 の下側と接触 した制御ガイ ド2 0 は爪

2 1 4 により押 し下げられ、下方向に逃げるように動 くこととなる。これに



より、キヤリアサポ一 卜2 0 4 は、ヘッドキャリア2 0 2 が下がった状態で

基準搬送ガイ ド2 6 を下側に逃げ、所定の退避位置に戻ることができる （

ステップS 6 1 1、図4 G ( a ) 、 （b ) ) 。

[0046] その後、読取機構部は、シャツタ2 1 5 を閉めた後 （ステップS 6 1 )

、図 6 に示 した読取り処理を終了させ、図 5 に示 した記帳処理に戻って取引

内容の印字等、次の処理に移行する。このステップS 6 1 2 の処理が終了す

ると、図 6 に示 した読取り処理にすべての処理が終了する。続いて、図 5 に

戻って、ステツプS 5 0 3 以降の処理について説明する。

[0047] 通信部 1 1 1 は、取得された口座情報を上位制御装置 5 へ送信すると （ス

テツプS 5 0 3 ) 、上位制御装置 5 からその口座情報に対応する取引データ

を受信 し （ステップS 5 0 4 ) 、印字機構部 1 0 5 は、現時点で取引の内容

を印字する通帳 1 の頁に何行目まで取弓I内容の印字がされているか検知する

ことにより、通帳 1 の頁の何行目から印字を開始するか確定 し （ステップS

5 0 5 ) 、上位制御装置 5 から受信 した取引データに記録されている取引内

容を印字する （ステップS 5 0 6 ) 。

[0048] その後、印字機構部 1 0 5 は、取引データに記録されている取引内容の印

字が完了したか否かを判定 し （ステップS 5 0 7 ) 、取引データに記録され

ている取引内容の印字が完了したと判定 した場合 （ステップS 5 0 7 ；Y e

s ) 、ステツプS 5 1 7 に進む。

[0049] —方、印字機構部 1 0 5 は、取引データに記録されている取引内容の印字

が完了していないと判定 した場合 （ステップS 5 0 7 ；N o ) 、さらにその

頁の最終行に印字済か否かを判定 し （ステップS 5 0 8 ) 、その頁の最終行

に印字済ではないと判定 した場合 （ステップS 5 0 8 ；N o ) 、ステップS

5 0 6 に戻って取引内容の印字を続ける。

[0050] 印字機構部 1 0 5 は、その頁の最終行に印字済と判定 した場合 （ステップ

S 5 0 8 ；Y e s ) さらにその頁が最終頁であるか否かを判定 し （ステツ

プS 5 0 9 ) 、その頁が最終頁であると判定 した場合 （ステップS 5 0 9 ；

Y e s ) 、ステップS 5 1 3 に進む。



[0051 ] —方、印字機構部 1 0 5 が、その頁が最終頁でないと判定 した場合 （ステ

ップS 5 0 9 ; N o ) 、頁替機構部 1 0 7 は、その頁を捲 り （ステ ップS 5

1 0 ) 、通帳印字面側バーコ一 ド読取機構部 1 0 3 は、通帳印字面側バーコ

— ド3 を読取 り （ステ ップS 5 1 1 ) 、頁替機構部 1 0 7 は、頁捲 りが完了

したか否か判定する （ステ ップS 5 ) 。

[0052] そ して、頁替機構部 1 0 7 は、頁捲 りが完了 していないと判定 した場合 （

ステ ップS 5 1 2 ；N o ) 、 ステ ップS 5 1 0 に戻 って頁捲 りを続け、頁捲

りが完了 したと判定 した場合 （ステ ップS 5 1 ；Y e s ) ステ ップS 5

0 6 に戻 って取引内容の印字を続ける。

[0053] ステ ツプS 5 0 9 において、印字機構部 1 0 5 が、その頁が最終頁である

と判定 した場合 （ステ ップS 5 0 9 ；Y e s ) 通帳 1 に印字できる頁が無

くなつたと判断 し、搬送機構部 1 0 1 は、新 しい通帳 1 を発行するために旧

通帳を一旦退避させる （ステ ップS 6 1 3 ) 。

[0054] その後、通帳発行機構部 1 0 8 が新通帳を発行 し （ステ ップS 5 4 ) 、

印字機構部 1 0 5 が取引内容を印字 した後 （ステ ップS 5 5 ) 、搬送機構

部 1 0 1 が新通帳及び旧通帳を揷入口 1 1 2 まで搬送 し、 これ らの通帳を返

却する （ステ ップS 5 1 6 、 S 5 1 7 ) 。

[0055] そ して、通帳回収機構部 1 0 9 は、返却 した通帳の取忘れがあつたか否か

を判定 し （ステ ップS 5 8 ) 、返却 した通帳の取忘れがあつたと判定 した

場合 （ステ ップS 5 1 8 ；Y e s ) 、 その通帳を回収 し （ステ ップS 5 9

) 、記帳処理を終 了させる （ステ ップS 5 2 0 ) 。なお、通帳回収機構部 1

0 9 は、返却 した通帳の取忘れがあつたと判定 しない場合 （ステ ップS 5 1

8 ；N o ) 、何 もせずにそのまま記帳処理を終 了させる。 このステ ップS 5

0 の処理が終 了すると、図 5 に示 した記帳処理のすべての処理が終 了する

[0056] このように、磁気ス トライプ 2 と、磁気ス トライプ 2 とは異なる通帳表紙

側バーコー ド4 とが表紙側に付された通帳類を取 り扱 う通帳記帳装置 1 0 0

において、磁気ス トライプ 2 を読取る磁気データ処理機構部 1 0 2 と、通帳



表紙側バ一コー ド4 を読取る通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部 1 0 4 と、磁

気データ処理機構部 1 0 2 と通帳表紙側バーコ一ド読取機構部 1 0 4 とを、

磁気ス トライプ2 または通帳表紙側バーコ一 ド4 の読取方向に移動させるリ

- ドスクリュ一5 と、磁気データ処理機構部 1 0 2 (磁気へッド2 0 1 ) を

通帳類から離間して配置するためのガイ ド機構部 （制御ガイ ド2 0 や退避

ガイ ド2 1 ) とを有 し、制御部 1 1 0 が通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部

1 0 4 (バーコー ドセンサ 2 0 3 ) が通帳表紙側バ一コー ド4 を読取る際に

、磁気データ処理機構部 1 0 2 (磁気へッド2 0 1 ) を通帳類に接触させな

いようにガイ ド機構部 （制御ガイ ド2 0 や退避ガイ ド2 1 1 ) に沿って移

動させるので、通帳表紙側に磁気ス トライプを備える通帳と、バ一コー ドの

ような通帳表紙側に磁気ス トライプに代わる手段を備える通帳のどちらの通

帳も同一の装置で取扱う場合において、読取機構部のように、磁気ヘッドに

近接させて、バーコ一 ドのような磁気ス トライプに代わる手段の読取り及び

書込みを行うデバイスを実装 しても、磁気ヘッドの接触により、バーコー ド

センサのような磁気ス 卜ライプに代わる手段の汚損を、省スペースで簡素な

機構により防止することが可能となる。

[0057] なお、本実施例では、磁気ス トライプ2 に代わる手段を備える通帳として

、バーコー ドセンサ 2 0 3 で読取りを行う通帳表紙側バ一コー ド4 が印刷さ

れた通帳で説明しているが、 I C (Integrated Ci rcu i t ) チップリーダで読

取りを行う I C チップが埋込まれた通帳等でも良い。また、ヘッドキャリア

2 0 2 の位置制御を、退避ガイ ド2 1 1 や制御ガイ ド2 1 0 でなく、ソレノ

イ ド等のァクチユエ一タにより位置制御を行う構成でも良い。

符号の説明
[0058] 通帳

2 磁気ス トライプ

3 通帳印字面側バーコ一 ド

4 通帳表紙側バーコー ド

5 上位制御装置



通帳記帳装置

搬送機構部

磁気データ処理機構部

通帳印字面側バーコ一 ド読取機構部

通帳表紙側バーコ一 ド読取機構部

印字機構部

画像データ取込機構部

頁替機構部

通帳発行機構部

通帳回収機構部

制御部

通信部

揷入 口

磁気へ ッ ド

へ ッ ドキヤ リァ

バー コ一 ドセ ンサ

キヤ リアサポー 卜

リー ドスク リユー

ばね

口一ラ

口一ラガイ ド

ナ ツ 卜

制御 ガイ ド

A 制御 ガイ ドの端部

退避 ガイ ド

A 退避 ガイ ドのエ ッジ部

ばね

爪 （搬送路の内側方向に配置）



爪 （搬送路の外側方向に配置 )

シャツタ

基準搬送 ガイ ド

上搬送 ガイ ド

下搬送 ガイ ド。



請求の範囲

[ 請求項 1] 磁 気識別情報 と、前記磁気識別情報 とは異なる他の識別情報 とが表

紙側 に付 された通帳類 を取 り扱 う通帳類取扱装置であ つて、

前記磁気識別情報 を読取 る磁気読取 り機構部 と、

前記他の識別情報 を読取 る読取 り機構部 と、

前記磁気読取 り機構部 と前記読取 り機構部 とを、前記磁気識別情報

または前記他の識別情報の読取方向に移動 させる移動機構部 と、

前記磁気読取 り機構部 を前記通帳類か ら離間 して配置するためのガ

ィ ド機構部 と、

前記読取 り機構部が前記他の識別情報 を読取 る際に、前記磁気読取

り機構部 を前記通帳類 に接触 させないように前記 ガイ ド機構部 に沿 つ

て移動 させる制御部 と、

を備 えた ことを特徴 とする通帳類取扱装置。

[ 請求項 2 ] 前記磁気読取 り機構部 および前記読取 り機構部 は一体で前記移動機

構部 によって前記読取方向に移動 される、

ことを特徴 とする請求項 1 に記載の通帳類取扱装置。

[ 請求項 3 ] 前記移動機構部 は前記読取方向 と同 じ方向に一の軸 を有 し、

前記磁気読取 り機構部 および前記読取 り機構部 は、前記一の軸 を同

軸 と して前記読取方向に移動 される、

ことを特徴 とする請求項 1 又は 2 に記載の通帳類取扱装置。

[ 請求項 4 ] 前記制御部 は、前記読取 り機構部 によ り前記他の識別情報が読取 ら

れたか否かによ り、前記 ガイ ド機構部 に沿 って前記移動機構部 を移動

させるか否かを判定する、

ことを特徴 とする請求項 1 ~ 3 のいずれか 1 項 に記載の通帳類取扱

装置。

[ 請求項 5 ] 前記磁気読取 り機構部 は、前記軸 を中心 と して回動可能 に構成 され

、前記軸の中心方向か ら伸び出たァ一厶に前記磁気識別情報 を読取 る

ための磁気識別情報読取 り部 を有 し、



前記制御部 は、前記読取 り機構部が前記他の識別情報 を読取 る際に

、前記 ガイ ド機構部 によって前記磁気読取 り機構部の前記 ァ一厶を回

動方向 とは逆方向に押 さえることによ り、前記磁気読取 り機構部 を前

記通帳類 に接触 させずに前記 ガイ ド機構部 に沿 って前記移動機構部 を

移動 させる、

ことを特徴 とする請求項 3 または 4 に記載の通帳類取扱装置。

[ 請求項 6] 前記 ガイ ド機構部 は、前記読取方向に前記磁気識別情報読取 り部が

移動 した場合 における前記磁気識別情報読取 り部の上下方向の位置 を

規制する制御 ガイ ドを有 し、

前記制御 ガイ ドは、少な くとも前記読取 り機構部が前記他の識別情

報 を読取 る間、前記磁気識別情報読取 り部 を前記回動方向 とは逆方向

に押 さえ られた状態 を維持する程度の長 さである、

ことを特徴 とする請求項 5 に記載の通帳類取扱装置。

[ 請求項7] 前記第 1 のアームおよび前記第 2 のアームは、前記通帳類 に付 され

た前記磁気識別情報 および前記他の識別情報の前記通帳の搬送方向に

おける位置 に応 じて、 そのアームの長 さが定め られる、

ことを特徴 とする請求項 5 または 6 に記載の通帳類取扱装置。

[ 請求項8] 前記磁気識別情報 は磁気ス トライプであ り、前記他の識別情報 はバ

— コ一 ドである、

ことを特徴 とする請求項 1 ~ 7 のいずれか 1 項 に記載の通帳類取扱
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